


日本の最先端をいく縄文文化

町内で確認されている最も古い遺跡「山本遺跡」は、およそ1万

5000年前の旧石器時代のもの。ナイフ形石器・彫刻刀形石

器・打面再生剥離片・石刃などが出土しています。また、西会津

町を含む会津西部は、東北・北陸・関東の文化が混じり合う地

域であり、独特の文化が発達しました。なかでも、芝草・小屋田

遺跡、上小島遺跡からは火炎系土器と王冠型土器が出土され

西会津町の
豊かな自然を護る「山の神様」

土地のおよそ84％を山林が占め、豊かな山 が々広がる西会津町。山の

神様として信仰を集める「大山祇神社」は、「一生に一度の願いは３年

つづけてお参りすれば、 なじょな（どんな）願いもききなさる（かなえてく

れる）」と言われ、年間30万人もの参拝者が訪れています。特に、毎年6

月に開催される「大山まつり」は多くの観光客でにぎわい、真冬の寒い

時期に、御本社を水源とする中野川に晒した風味豊かな寒晒そばが

味わえます。また、御本社まで続く4kmほどの参道は「ふくしま遊歩道50

選」に登録されており、2つの滝や樹齢400年を超える杉並木も。自然の

中でリフレッシュできるトレッキングルートとして人気を集めています。

会津仏都の祖・徳一大師

が創建した如法寺

西会津町を代表する観光地のひとつ、鳥追観音如法寺。平安初

期に、会津に仏教を布教した徳一大師が会津の西方浄土として

創建したと伝えられています。鳥追観音は、「会津ころり三観音」

のひとつ、また「会津三十三観音番外別格」の結願所として、子授

け・安産・子育て・厄除け・健康・長寿などのご利益があるとされ、

多くの人の信仰を集めています。訪れた際には、観光客から人気

高い住職による「隠れ三猿」のいわれを聞くのもおすすめです。
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西会津町の歴史は、およそ1万5000年前にまでさかのぼることができます。

町のいたる所で縄文遺跡が発掘され、また会津の霊地としてふるくから信

仰を集めてきた歴史があります。

縄文時代から
栄える文化

ており、「会津タイプ」と呼ばれています。これらの土器は、縄文

時代から弥生時代にかけて最も創造性と多様性が見られる土

器として注目されており、当時の西会津町の人 は々日本の最先

端の文化を担っていたとも言えるでしょう。

▲山本遺跡出土品

▼芝草・小屋田遺跡出土品 (撮影ー小川忠博)



小島 忠八 （こじま ちゅうはち）

渡部 鼎 （わたなべ かなえ）

石川 暎作 （いしかわ えいさく）

野澤 雞一 （のざわ けいいち）

渡部 思斎 （わたなべ しさい）

野沢駅 野沢町役場

野沢祭礼

山口 千代作 （やまぐち ちよさく）
野沢郵便局

会津三大宿場町のひとつ

西会津町は、越後へ続く会津の玄関口であり、多くの人

や物が行き交う拠点として栄えてきました。特に「野沢

宿」は、江戸時代に整備された越後街道の三大宿場町

のひとつに数えられ、当時の会津藩の行政・経済の要

衝であったことがうかがえます。

時代を牽引した偉人たち

西会津町は別名「学者の西会津」とも呼ばれ、明治以降

に全国的な活躍を遂げた偉人を輩出してきました。江戸

時代の幕末、会津藩校日新館に学んだ渡部思斎が、自宅

がある野沢宿に私塾「研幾堂（けんきどう）」を設立。野口

英世の手を手術した渡部鼎、アダム・スミスの『富国論』

を翻訳した経済学者である石川暎作、エール大学で法

律を学んだ野澤雞一、自由民権活動家の山口千代作、小

島忠八などの偉人が、この塾から次 に々誕生しています。

新潟県と福島県の県境に位置し、ふるくから越後街道の宿場町として栄えた

会津の西の玄関口・西会津町。人や物が行き交う政治・経済の要衝として、発

展を遂げてきました。
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会津張り子「赤べこ」

江戸時代から明治にかけて、全国各地でつくられた郷

土玩具。会津を代表する郷土玩具「赤べこ」は、ふるく

から厄除けのお守りや縁起物として、会津の人 に々愛さ

れてきました。そんな赤べこ生産のシェアをおよそ7割も

占める工房「野沢民芸品製作企業組合」が、西会津町

にあります。50年以上にわたり、会津張り子を中心に郷

土玩具や民芸品をつくり続けている野沢民芸。心のこ

もった作品は、道の駅「よりっせ」をはじめ、お土産ショッ

プで購入できます。

西会津の伝統産業・出ヶ原和紙

会津藩の御用紙として使われていた歴史がある「出ヶ

原(いずがはら)紙」。その名は伊豆の国から来た者が紙

漉きを伝えた事に由来すると言われています。かつての

西会津町では、豊富な清水を背景に、良質な紙が町内

各地で漉かれ、近隣では「出ヶ原」の名が紙の代名詞と

なるほど有名な和紙産地でした。その生産は昭和中期

に一度途絶えますが、その後再興の動きがおこり、現在

は地域おこし協力隊や地元の人たちによって、出ヶ原

和紙の文化を繋ぎ現代に生かすため、さまざまな活動

が行われています。工房見学や紙漉き体験なども随時

開催しています。



日本有数の豪雪地帯

西会津町は特別豪雪地帯に指定され、冬から春先にかけて積雪が続きます。その雪は、豊かな水源の

ひとつとしての役割を果たす一方で、豪雪による被害もみられます。町では流雪溝や消融雪設備の整

備、雪処理担い手の確保、除雪が困難な高齢者への支援など、さまざまな対策を講じています。また毎年

2月に開催される「西会津雪国まつり」や、雪室貯蔵施設の活用など、産業や観光に雪を活かす取り組み

も行われています。

保存がきく郷土料理

肥沃な土地と豊かな水に恵まれ、昼夜の寒暖差が大きいことから良質な米・野菜・

きのこなどの農林産物が収穫できる西会津町。その一方で、内陸部に位置するこの

町は海から遠く、昔は塩や海産物を入手するのが困難で、棒たら・身欠きにしんなど

の乾物が、貴重なたんぱく源として扱われていました。このような環境から、保存のき

く郷土料理が次 に々生まれ、にしんの山椒漬け、棒たら煮、ホタテの貝柱から出汁を

とってつくる「こづゆ」、山菜料理などは、今も家庭の食卓にならびます。

夏は暑く、冬は見上げるほどの高さまで雪が降り積もる西会津町。その厳しい環境は、

時に日常生活に支障をきたす課題点になりながらも、自然と共存するなかでわたしたち

の暮らしに欠かせない知恵が育まれてきました。

厳しくも豊かな自然が育む
暮らしの文化
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こづゆ 棒たら煮 にしんの山椒漬け
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健康づくり特別講演会
鎌田實先生を講師に招き、2019年

に特別講演会を実施。会場には

450人もの町民が集まり、鎌田先

生の健康法や健康に対する考え方

などを聞きながら、人生百年時代

を生きるため、健康づくりに対す

る意識を高めました。

西会津町の主要産業のひとつ、農業。

昼夜の寒暖差が大きく、肥沃な土壌と

豊かな水源から育まれる西会津米は、

日本トップクラスの食味を誇るお米と

して全国から人気を集めています。

日本トップクラスの
高品質・西会津米

西会津町では令和2年に策定された

「西会津町健康増進計画（第2期）」を

もとに、生涯を通じた健康づくり・健康

寿命の延伸を図る取り組みを展開して

います。

幸せになる健康づくり
～「百歳への挑戦」のその先へ～

生産者の声

西会津米について

わたしが手がける「ホタルの里米」は、

減農薬・減化学肥料栽培により、自然

にも、食べる人の健康にも配慮したお

米。先人たちが守り継いできた土地と、

ホタルをはじめ、さまざまな動植物が共

存する豊かな生態系が、お米をおいし

く、たくましく育みます。

農家人口（令和 2年）

出典：2020年農林業センサス 出典：令和2年産作況調査 出典：町民税務課調べ

魅力いろいろ西会津米

西会津米の米ぬかと、会津産クロモジオ

イルを使用したせっけん。100％自然由来

成分でできているから、お肌が敏感な方

にもおすすめ。

西会津米でつくられた甘酒使用のアイス。

ココナッツミルクの濃厚な味わいのなかに

感じる甘酒のやさしさに、心もとろけます。

「日本の田舎、西会津町。」のオリジナル

パッケージを使用した西会津米は、道の

駅「よりっせ」をはじめ、西会津町のふるさ

と応援寄附金の返礼品にもなっています。

ナチュラルソープ 西会津アイス 西会津米

牛尾ライスセンター理事「ホタルの里米」　目黒輝夫さん

西会津町の健康づくりの取り組み

西会津町では平成5年から「百歳への挑戦」をスローガンに掲げ、

町一体となって健康づくりに取り組んできました。時代が進むにつれ

て社会状況や生活習慣などが変化し、現在はただ長生きを目指す

だけではない新たな健康づくりに取り組んでいます。それが『幸せに

なる健康づくり～「百歳への挑戦」のその先へ～』です。長野県を全

国トップの健康長寿に導いた、諏訪中央病院名誉院長・作家の鎌

田實先生の指導のもと、「こころの健康」「からだの健康」「つながりの

健康」という3つの健康による『さすけねぇわ（輪）』の健康づくりを推

進し、人生百年時代を自分らしく暮らせる町を目指しています。

ワイワイかたろう会
鎌田實先生が所長を務める「一

般社団法人地域包括ケア研究所」

の講師と、集落に住む高齢者の

皆さんが健康づくり座談会「ワイ

ワイかたろう会」を実施。住民主

体のイベントであるのが特徴で

す。

オモシロ座談会
「西会津町健康増進計画（第 2

期）」の策定や実施にあたって、

町民13 名による策定委員会を発

足。町民主体で健康づくりを推

進するにはどうすればいいかを

話し合い、より良い実行プランに

活かしています。

さすけねぇわ（輪）

こころ
の健康

からだ
の健康

つながり
の健康

水稲の作付面積と収穫量（令和2年）

収穫量
3,320t

作付面積
612ha

15歳未満
15～19歳
20～29歳
30～39歳
40～49歳
50～59歳
60歳以上

／
31人
48人
62人
95人
147人
700人

1,083人

…
…
…
…
…
…
…

…総 数

ふるさと応援寄附金額

1,011万円

2,670万円

1億 6,160万円

平成30年度

令和元年度

令和2年度

出典：国勢調査 出典：福祉介護課調べ

年齢別人口比率（3区分）の推移  100歳以上の人口（令和4月1日1日時点）※2020年は年齢不詳を含まない人数

100歳以上

最高齢

11名
105歳
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9.8% 719人

35.9%
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13.3% 1,207人
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フルクテアタラシイ山の暮らしを創造

するためのクリエイティブセンター

「西会津国際芸術村」。ここから、イベ

ントや滞在制作をはじめとしたアート

の動きが活発に展開されています。

西会津町では、2021 年 3 月に「西

会津町デジタル戦略」を策定し、デ

ジタル技術を活用した地域の課題解

決や行政サービスの向上、移住促進

などに取り組んでいます。

芸術・アートが
盛んな町

あらゆる分野で
デジタル変革

西会津国際芸術村で行っているアートイベント

公募展 草木をまとって山のかみさま アーティストインレジデンス

毎年、西会津国際芸術村で開催している
「公募展」。青少年の部、一般の部、それぞ
れ全国から作品が寄せられています。公
募展期間中は館内に100点以上の作品
がずらりと並び、多くの鑑賞者が訪れます。

町内で摘み取った草を身にまとい、山の
かみさまになりきってみよう！というアート
プログラム。毎年、大山祇神社の祭礼期
間中に神楽殿でその姿を披露していま
す。これを目当てに町外から参加者や見
学者が訪れるほど、町の新しいイベントと
して注目を集めています。

アーティスト、デザイナー、ミュージシャン、
作家、建築家、料理家などあらゆるジャン
ルのクリエイターを対象に、町内において
中長期的に滞在制作できる環境を提供
しています。

0208

最高デジタル責任者の声 西会津町最高デジタル責任者　藤井靖史さん

都会に出なくても、西会津町で働き、暮らし、世界とつながる環境をつくる。

それが「デジタル技術」を活用することで可能になると考えています。特に

力を入れていきたいのは「しごとの DX」。仕事のデジタル化が進むことで雇

用の選択肢が広がり、移住促進にもつながります。今の子どもたちが大人に

なっても、この町で暮らし続けていける未来をつくっていきたいです。

ディレクターの声

アートは町にいい変化を与えるきっかけになると考えています。「何もない」

と思われがちな田舎でも、アートの視点から捉えると風土や文化などさまざ

まな魅力がある。そこから生まれた滞在アーティストの作品を通して、地元

の人たちが新しい視点で西会津の魅力を捉えられるようになることもありま

す。私はそうしたアートから広がる町の可能性に期待しています。

ICT 教育 デジタル教室

情報発信 企業共創

西会津小学校・中学校の全生徒に配布したタブレット端
末や学習アプリケーションなど、デジタル技術を活用し
ICT教育を展開。児童生徒一人ひとりに合わせた能動的な
学習を後押ししています。

令和4年1月から町LINE公式アカウントの運用を開始。
SNSやWebサイトなどの情報ツールと連携し、町や地域の
情報、取り組みなどを町内外に発信します。表紙のQR
コードからお友達申請が可能です。

デジタルに馴染みのない高齢者を対象に、自治区の集会
所にてタブレットやスマートフォンの使い方についての
「デジタル教室」を開催。デジタルに関する困りごとに
応えるデジタルよろず相談室も定期的に行っています。

「西会津町デジタル戦略」の推進にあたって、民間企業
との連携を積極的に行っています。これまでに株式会社
NTTドコモをはじめとするIT企業などと連携協定を結ん
でいます。

西会津国際芸術村ディレクター　矢部佳宏さん
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子どもから高齢者まで、町民みんなが毎日を

より快適に過ごし、西会津町での暮らしを主

体的に楽しめるように。その基盤として、西

会津町が注力しているインフラ整備を中心

に、町の特徴的な取り組みをご紹介します。
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て
支
援
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。私
が
集
落
支
援
員
を
務
め
て
か
ら
10
年

経
ち
ま
す
が
、集
落
の
状
況
も
、支
援
の
あ
り
方
も

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。就
任
し
た
当
初
は
、集
落

の
住
民
を
主
役
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営
な

ど「
集
落
の
活
性
化
」が
大
き
な
テ
ー
マ
で
し
た
。し

か
し
、75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
が
集
落
人
口
の
80

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
今
、「
集
落
の

看
取
り
」も
は
ず
せ
な
い
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
冬
場
は
、多
い
と
き
で
２
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る

積
雪
が
あ
り
、高
齢
者
に
と
っ
て
は
安
心
で
快
適
な

住
環
境
と
は
言
い
難
い
の
が
実
状
で
す
。そ
う
し
た

背
景
か
ら
、身
体
が
動
く
う
ち
に
集
落
を
離
れ
る

高
齢
者
も
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、集
落
に
住
み
続
け

た
い
と
い
う
高
齢
者
も
い
ま
す
。ど
の
選
択
肢
を
と

る
に
し
て
も
、そ
の
人
の
想
い
を
尊
重
し
、安
心
し

て「
こ
こ
で
暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
」と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
え
る
。集
落
支
援
の

あ
り
方
に
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
こ
に
暮
ら
す

一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
い
な
が
ら
、そ
の
人
に
合
っ

た
支
援
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

集
落
に
住
む
人
は
減
っ
て
い
る
も
の
の
、集
落
に

関
わ
っ
て
く
れ
る
人
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
、交
流
人
口
・
関
係
人
口
で
す
。近
年
は

特
に
、県
内
外
の
大
学
と
の
連
携
が
活
発
で
す
。例

え
ば
、ゼ
ミ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
活
動
地
と
し

て
大
学
生
を
受
け
入
れ
た
り
、遊
休
農
地
を
活
用

し
た
事
業
の
立
ち
上
げ
を
計
画
し
た
り
、ア
ー
ト

系
の
大
学
に
通
う
学
生
と
補
助
金
制
度
を
利
用

し
て
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
た
り
。10

年
前
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
多
様
な
人
と
の

つ
な
が
り
が
、県
内
外
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。そ
う

し
た「
若
い
チ
カ
ラ
」や「
外
の
視
点
」を
活
か
し
た

集
落
支
援
は
、集
落
を
訪
れ
た
人
に
と
っ
て
新
し

い
気
づ
き
や
学
び
と
な
り
、集
落
で
暮
ら
し
て
い

る
高
齢
者
に
と
っ
て
も
刺
激
に
な
る
。こ
れ
ま
で
の

集
落
に
は
な
か
っ
た
勢
い
が
新
し
い
人
を
呼
び
、そ

の
人
た
ち
が
ま
た
新
し
い
人
を
呼
ん
で
き
て
く
れ

る
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
ん
で
す
。集
落
の
人

口
は
減
り
続
け
て
い
く
。で
も
、こ
こ
に
関
わ
っ
て

く
れ
る
人
た
ち
が
増
え
れ
ば
、別
の
形
で
集
落
を

発
展
さ
せ
て
い
け
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
の
可
能

性
に
私
自
身
が
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
、町
内
外
の

人
と
と
も
に
集
落
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
起
こ
し
て
い

き
た
い
で
す
。

も
っ
と
便
利
、も
っ
と
早
く
。

　
　
　

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

　

西
会
津
町
で
は
、生
活
の
足
を
確
保
す
る
た
め

に
町
民
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。中
で
も
、デ
マ

ン
ド
バ
ス
は
町
内
全
域
を
運
行
区
域
と
し
、こ
れ

ま
で
電
話
に
よ
る
予
約
だ
け
で
し
た
が
、専
用
ア

プ
リ
の
導
入
に
よ
り
ス
マ
ホ
な
ど
か
ら
も
予
約
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ア
プ
リ
で
の
予
約
は

簡
単
な
う
え
、バ
ス
の
現
在
地
や
到
着
予
定
時
刻

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、何
時
に
バ
ス
停
で

待
っ
て
い
れ
ば
い
い
の
か
一
目
瞭
然
で
す
。さ
ら
に
、

バ
ー
チ
ャ
ル
バ
ス
停（
現
地
に
標
柱
の
な
い
バ
ス
停
）

を
新
た
に
設
置
し
、町
内
に
３
０
０
箇
所
以
上
の

停
留
所
を
置
く
こ
と
で
バ
ス
停
ま
で
の
移
動
負
担

を
軽
減
。ま
た
、Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）が
バ
ス
の
運
行

ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
を
自
動
作
成
す
る
た
め
、よ
り

効
率
的
な
配
車
や
運
行
が
可
能
に
な
り
ま
す
。２

０
２
１
年
11
月
か
ら
実
証
運
行
を
開
始
し
、２
０

２
２
年
４
月
か
ら
本
格
運
行
に
踏
み
出
し
ま
す
。

　

野
沢
ま
ち
な
か
に
あ
る
空
き
店
舗
・
民
家
を
利

活
用
し
、令
和
３
年
度
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
整
備

し
た「
に
ぎ
わ
い
番
所
ぷ
ら
っ
と
」。テ
レ
ワ
ー
ク

ス
ペ
ー
ス
や
キ
ッ
チ
ン
ス
ペ
ー
ス
、和
室
な
ど
が
あ

り
、さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
利
用
可
能
で
す
。こ
れ

ま
で
に
、町
民
に
よ
る
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

行
わ
れ
て
お
り
、町
民
主
体
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
想
い
を
か
た
ち
に

　
　

に
ぎ
わ
い
番
所
「
ぷ
ら
っ
と
」

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
、平
成
20
年
か
ら

平
成
23
年
に
は
伝
送
路
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
化
を
行

い
、現
在
は
町
内
全
域
に
超
高
速
大
容
量
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
、西
会
津
小
学
校
・
中

学
校
が
休
業
と
な
っ
た
際
に
は
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
を
通
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
実
施
さ
れ
る
な

ど
、町
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
情
報
基
盤
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

集落訪問
の様子

誰もがここちよく

暮らせるまちづくり

誰もがここちよく

暮らせるまちづくり

「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」

「
や
り
た
い
な
」
を
、

実
現
し
や
す
い
ま
ち
へ
。

町
を
つ
な
ぐ
情
報
基
盤

　
　
　
　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　

西
会
津
町
で
は
高
齢
者
の
健
康
管
理
を
目
的

と
し
て
、平
成
９
年
２
月
に
福
島
県
内
で
初
め
て

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
を
開
局
。以
来
、県
内
に
先

駆
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。平
成
15
年
12
月
に
は
イ
ン

集
落
に
寄
り
添
い

町
内
外
の
人
と
と
も
に
、

考
動
す
る
。

いきいき健康

こころつながる

まちづくり

いきいき健康

こころつながる

まちづくり

65歳以上の高齢者の割合が47％を超える西会津町。福島県内でも高齢化が高い市

町村トップ5に入っています。この町で高齢者が安心して、楽しく暮らせるように。集落

支援員を務める岩橋義平さんに、取り組みや目指す未来像などを伺いました。
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1人1台デジタル端末を配布したり、ケーブルテレビ網を活かしたオンライン教育を

展開したりと、ICT教育を推進している西会津町。西会津町教育委員会の教育長

江添信城氏にこの町の教育の特徴や取り組み、展望など語っていただきました。

2020年に千葉県から西会津町へ移住し、「やまあみ鞄製作所」を運

営している鞄職人の片岡美菜さん。地域の素材や技術を活用した鞄・

小物づくり、工房運営などを行っています。なぜこの町へ移住し、またど

んな取り組みを展開しているのか。移住者の声をお届けします。

多
様
な

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、子
ど
も
た

ち
の「
非
認
知
能
力
」の
向
上
で
す
。「
非
認
知
能
力
」

と
は
、学
力
テ
ス
ト
な
ど
で
数
値
化
さ
れ
な
い「
子
ど

も
た
ち
の
人
生
や
将
来
を
豊
か
に
す
る
力
」の
こ
と
。

そ
こ
で
西
会
津
町
教
育
委
員
会
で
は
、「
心
豊
か
に

健
や
か
で
や
り
抜
く
力
を
育
む
共
育
」を
基
本
理
念

に
掲
げ
、多
角
的
な
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。特

に
私
が
重
要
視
し
て
い
る
の
は「
不
易
と
流
行
」で

す
。こ
こ
で
言
う「
不
易
」と
は
、西
会
津
の
歴
史
や
文

化
、自
然
の
こ
と
。変
わ
る
こ
と
の
な
い
西
会
津
町
の

資
源
を
活
か
し
た
体
験
型
教
育
に
よ
り
、子
ど
も
た

ち
の「
非
認
知
能
力
」の
向
上
や
、文
化
の
継
承
を
図

り
ま
す
。次
に「
流
行
」と
は
、時
代
の
先
を
ゆ
く
学
び

の
こ
と
。具
体
的
に
は「
産
・
官
・
学
・
民
」が
連
携
し
た

教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。例
え
ば
、Ｉ
Ｔ
企
業
や
も
の

づ
く
り
企
業
と
連
携
し
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
や

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
っ
た
も
の
づ
く
り
、一
人
ひ
と

り
の
理
解
度
や
習
熟
度
に
あ
わ
せ
た「
個
別
最
適
」

な
教
育
が
で
き
る
よ
う
新
た
に
学
習
ア
プ
リ
を
導

入
し
た
り
。既
存
の
教
育
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な

い「
令
和
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」な
教
育
に
踏
み
出
し
て

い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
で
加
速
す
る

　
　
　
個
別
最
適
な
学
び
。

　

西
会
津
町
の
最
大
の
強
み
は
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
が
普
及
し
て
お
り
、ほ
ぼ
全
て
の
家
庭
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
る

こ
と
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
ほ
か
に
類
を
み

な
い
事
例
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、コ
ロ
ナ

禍
で
小
・
中
学
校
が
全
国
一
斉
休
業
に
な
っ
た
際
に

は
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
利
用
し
た
一
方
向
型
の
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
。先
駆
け
て
１
人
１
台
ｉ

Ｐ
ａ
ｄ
の
整
備
が
完
了
し
た
小
学
校
高
学
年
に
は
、

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」を
活
用
し
た
双

方
向
型
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
い
ま
し
た
。現

在
は
小
学
校
で
は
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
、中
学
校
で
は
Ｗ
ｉ

ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
端
末
を
全
生
徒
に
配
布
。デ
ジ
タ
ル
端

末
を
教
材
に
、学
習
ツ
ー
ル
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
で
、生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
習
状
況
が
把
握
で
き

る
う
え
に
、そ
の
生
徒
の
能
動
的
で
多
様
な
学
び

を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、西
会
津
町
で
は
中
山
間
地
域
の

豊
か
な
自
然
を
学
び
の
場
と
し
て
活
か
し
つ
つ
、

充
実
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
教
育
環
境
を
整
え
て
い
ま

す
。今
後
は
子
育
て
世
代
の
移
住
促
進
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、「
西
会
津
町
で
子
育
て
し
た
い
」と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
利
用
。経
済
面
も
生
活
面
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら

え
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
た
め
、自
分
の
や
り
た
い

こ
と
に
と
こ
と
ん
励
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。今
は

特
に
、西
会
津
町
な
ら
で
は
の
素
材
を
集
め
た
り
、

縄
な
い
や
草
木
編
み
の
技
術
を
学
ん
だ
り
と
、こ

の
町
の
資
源
を
活
か
し
た
も
の
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
。鳥
獣
害
対
策
の
観
点
か
ら
捕

獲
さ
れ
た
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
皮
、町
内
の

集
落
で
つ
く
ら
れ
て
い
る「
出
ヶ
原
和
紙
」、地
域
の

人
か
ら
譲
っ
て
も
ら
っ
た
着
物
や
木
綿
な
ど
の
古

布
を
使
い
、商
品
の
企
画
や
試
作
に
打
ち
込
ん
で

い
ま
す
。ま
た
、小
物
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
い
た
り
、工
房
の
設
備
を
町
内
の
皆
さ
ん
に
貸

し
出
し
た
り
と
、交
流
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。「
美
菜
さ
ん
野
菜
い
る
？
」っ
て
、お
野
菜
を

持
っ
て
工
房
を
訪
ね
て
く
れ
た
り
、活
動
を
応
援

し
て
く
だ
さ
る
方
々
も
い
て
、と
て
も
居
心
地
が
い

い
ん
で
す
。西
会
津
町
は
田
舎
で
あ
り
な
が
ら
、人

の
行
き
交
い
や
新
し
い
こ
と
に
次
々
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
文
化
が
活
発
な
場
所
。鞄
工
房
の
運
営
も
、暮

ら
し
の
面
で
も
、こ
の
町
の
未
来
に
わ
く
わ
く
し

て
い
ま
す
。

理
想
に
フ
ィ
ッ
ト

　
　
し
た
場
所
だ
っ
た
。

　

鞄
職
人
と
し
て
独
立
し
た
い
。そ
の
夢
を
、西

会
津
町
で
実
現
で
き
ま
し
た
。こ
の
町
に
来
る
ま

で
に
、全
国
各
地
を
見
て
回
っ
て
い
た
ん
で
す
。鞄

工
房
を
立
ち
上
げ
る
な
ら
、自
然
豊
か
な
田
舎
が

い
い
。そ
う
や
っ
て
拠
点
を
探
し
て
い
た
と
き
に
、

こ
の
町
に
出
会
い
ま
し
た
。西
会
津
町
へ
移
住
を

決
め
た
の
に
は
、い
く
つ
か
理
由
が
あ
り
ま
す
。ま

ず
は
、雄
大
な
自
然
が
あ
る
こ
と
。こ
こ
は
見
渡

す
か
ぎ
り
山
々
が
広
が
っ
て
い
て
、い
つ
見
て
も

「
き
れ
い
だ
な
あ
」と
感
動
し
て
い
ま
す
。次
に
、

ふ
る
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
手
仕
事
や
文

化
が
今
も
残
っ
て
い
る
こ
と
。例
え
ば
、ヒ
ロ
ロ
と

い
う
植
物
を
使
っ
て
縄
な
い
を
し
た
り
、草
木
編

み
と
い
う
手
法
で
小
物
を
編
ん
だ
り
、縄
文
文
化

を
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
り
。昔
な
が
ら
の
暮
ら
し

の
知
恵
が
、今
も
こ
の
町
に
は
残
っ
て
い
る
ん
で

す
。ま
た
、「
こ
の
町
で
こ
ん
な
こ
と
を
し
た
い
！
」

と
い
う
意
思
を
持
つ
若
者
が
集
ま
っ
て
い
る
の

も
、魅
力
に
感
じ
ま
し
た
。

町
の
資
源
を
活
か
し
た

　
　
　
　
も
の
づ
く
り
を
。

　

２
０
２
０
年
８
月
に
西
会
津
町
に
移
住
し
、空

き
家
を
改
修
し
て「
や
ま
あ
み
鞄
製
作
所
」を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。鞄
工
房
の
立
ち
上
げ
に
あ

た
っ
て「
起
業
型
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」の
制
度
を

鞄職人 片岡美菜さん

江添信城 教育長

温故創新

地産地笑のまちづくり

温故創新

地産地笑のまちづくり

健やかな人を

ともに育むまちづくり

健やかな人を

ともに育むまちづくり

空
き
家
を
活
用
し
て
、

夢
だ
っ
た
鞄
工
房
を

オ
ー
プ
ン
。

子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
未
来
、

町
の
可
能
性
を
育
む

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
」。



いきいき健康こころつながるまちづくり 誰もがここちよく暮らせるまちづくり

温故創新　地産地笑のまちづくり健やかな人をともに育むまちづくり

笑顔つながり、夢ふくらむまち
～ ずーっと、西会津 ～西会津町総合計画  まちづくりの方向性

２０１９ ２０２５

令和元年度からスタートした新しいまちづくりの指針西会津町総合計画（第4次）。これは、西会津町の

まちづくりの最も基本となる最上位計画に位置づけられます。町が目指す7年後の将来像を掲げ、長期

的なまちづくりの方向性を明らかにし、この総合計画に基づいてまちづくりを行っていきます。

01 0207 0801 0207 08

町民が健康で安全安心に暮らし（＝笑顔）、家族や地域の支え合いのなかで、

将来を担う子ども達がのびのびと成長する（＝つながり）町になっています。

町民一人ひとりが夢や希望を持ち、その実現に向けて挑戦し、地域の資源を活かしながら、

新たな価値をみんなで創造する活気ある（＝夢ふくらむ）町を目指します。

先人が築いてきた歴史文化を誇りに思い、豊かな自然を大切にしながら、

「ずっと、ここに住み続けたい」と思えるまちを次の世代に引き継いでいきます（＝ずーっと、西会津）。

地域ぐるみで子育てに取り組み、安心して子どもを産み育てられる環境

の創出を追求するとともに、子ども達に新しい学びを通して、未来を生き

抜く力を育成していきます。町民みんなが生涯を通して学び続け、日常生

活のなかでスポーツや芸術文化に親しむ機会を持ち、健やかな心と体

を育む町を目指します。

町民みんなが自分の健康は自分で守る意識のもと、町民と行政が一

丸となって健康づくりを実践することにより健康寿命を延伸し、心身と

もに健やかに安心して暮らせるまちづくりを進めます。地域の支え合

いのなかで、一人ひとりが、その人らしく生きがいを持って充実した生

活を送ることができる、老いて幸せな町を目指します。

先人が紡ぎ守ってきた歴史や伝統、技、生活の営み、豊かな自然など

「ココニアルモノ」を大切にしながら、新たな考え方や手法を融合させ

「フルクテ アタラシイ」価値を創出していきます。こうして生まれた新しい

価値や技術を、農林業や商工業、観光などに積極的に取り入れなが

ら、地場産業の振興と後継者育成、起業家育成を進め、ヒト・モノ・カネ

がうまく循環する、活気に満ちた笑顔の絶えない町を目指します。

町民が一体となって雪を克服し、自然と共生しながら、災害に強い安

全なまちづくりを進めます。ICTの活用や交通体系などの整備により、

生涯にわたり快適で便利な暮らしができる「ずっと住み続けたい町」

を目指します。

こうなったらいいな！西会津 町の将来像

ジ
タ
ル
戦
略
を
策
定
し
、
日
々
進

化
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
有
効
に

活
用
し
て
、
地
域
課
題
の
解
決
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
移
住
定

住
の
促
進
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
デ
ジ
タ
ル
変
革
に
取
り
組
み
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
要
覧
は
、
受
け
継
が
れ
て
き

た
歴
史
や
文
化
、
豊
か
な
自
然
と
、

新
た
な
価
値
を
融
合
し
こ
れ
か
ら

の
西
会
津
を
築
い
て
い
く
姿
を
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
皆
様
に
西
会

津
町
を
よ
り
深
く
ご
理
解
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
更
な
る
町
政
発
展

に
お
力
添
え
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　
西
会
津
町
は
福
島
県
の
西
北
部

に
位
置
し
、
古
く
か
ら
会
津
の
西

の
玄
関
口
と
言
わ
れ
、
越
後
街
道

の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し

た
。
町
の
中
央
を
阿
賀
川
が
流
れ
、

万
年
雪
を
頂
く
飯
豊
連
峰
が
望
め

る
な
ど
、
四
季
を
彩
る
豊
か
な
自

然
環
境
の
ほ
か
、
大
山
祇
神
社
や

鳥
追
観
音
如
法
寺
、
縄
文
遺
跡
な

ど
の
先
史
遺
跡
が
あ
り
、「
会
津
の

霊
地
」
信
仰
の
里
と
し
て
も
古
い

歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
特
色
を
持
つ
本
町

で
は
、
令
和
元
年
度
に
西
会
津
町

総
合
計
画
（
第
４
次
）
を
策
定
し
、

町
の
将
来
像
「
笑
顔
つ
な
が
り
　

夢
ふ
く
ら
む
ま
ち
〜
ず
ー
っ
と
、

西
会
津
〜
」
の
実
現
に
向
け
、
４

つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
軸

と
し
た
各
種
施
策
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
社
会
に
加
え
、
最
近
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
世
界
的
流
行
な
ど
、
本
町
を
取

り
巻
く
状
況
は
厳
し
さ
を
増
す
中
、

令
和
３
年
３
月
に
は
西
会
津
町
デ

町
長
あ
い
さ
つ

西会津町長  薄 友喜

町の計画
はこちらから
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